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二代谷藤市助は、
　昭和15年木伏に厨川尚武館を地区有
志と計り建築する。
　盛岡藩古武道諸賞流和、無辺流棒
術、なぎなたは、坂上田村麻呂（田村
利宗）を初代として1200年を越す古武
道として現在69代に及び、その歴史の
伝承は昭和54年盛岡市無形文化財第一
号として東北初の武道認定を受ける。
　現在、橋市道場内にて継承されてい
る。

米内光政大将、及川古四郎（海軍大将）道場訪問落成を祝う（共に門下生）

厨川尚武館
昭和15年　谷藤市助（二代橋市）が中心となり、南部藩・諸賞流・無辺流の厨川尚武
館を建設。古武道の伝承に寄与した。

道場 日本古来の武道の伝承と青少年の育成
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二代谷藤市助
　昭和15年木伏に厨川尚武館を地区有
志と計り建築する。
　盛岡藩古武道諸賞流和、無辺流棒
術、なぎなたは、坂上田村麻呂（田村
利宗）を初代として1200年を越す古武
道として現在69代に及び、その歴史の
伝承は昭和54年盛岡市無形文化財第一
号として東北初の武道認定を受ける。
　現在、橋市道場内にて継承されてい
る。

道道
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観音湯（銭湯）倉庫を改造して、県内初の剣道場を開設

1,200年の伝承を守る南部藩古武道を公に紹介し、昭和54年盛岡市無形文化財指定第１号をうける。

道場開き立会い　当時安藤五郎先生（70才）、並岡教士（54才）

諸賞流和術 諸賞流裏の形

谷
藤
貞
子
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三代谷藤新吉は、
　昭和40年３月県下初の私設剣道場、
橋市道場を開設する。
　昭和44年、岩手国体の為、道路拡巾
に伴い総業120年の歴史を刻んだ橋市商
家を解体し、新道場の２階の木組みと
して再建する。
　更に新幹線開通による盛岡駅前の区
画整理に伴い、昭和53年道場が曳家移
転改築される。

現在の橋市道場

昭和40年３月橋市道場開設　岩手県初の剣道個人道場

開設当時の橋市道場
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道場開き

岩手国体の年に旧橋市店舗
を解体し、道場２階に移設

第３次道場移設拡張工事（新幹線開通のため）曳家工事

道場内の蔵

道場移設風景
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橋市道場を舞台にするスポーツ根性マンガ「六三四の剣」が「少年サンデー」に連載される
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四代谷藤文明は
　平成22年橋市道場45周年にあたり、
旧講談社野間道場床板移設。
　旧講談社野間道場は講談社野間清治
初代社長が大正14年に東京都文京区音
羽に剣道場を開設し剣士の「聖地」と
呼ばれるほどの歴史と伝統のある道場
である。
　ご縁があり、旧野間道場の床板（７
メートル）110枚を移設する。
　当時の野間道場の造りを出来る限り
忠実に復元している。

仕上げ確認をする谷藤館長

旧野間道場　上段の間

移設された床板 移設竣工の橋市道場

43



仮敷き後、張込み順確認、傷・節確認
谷藤館長、椎名氏立会い

谷藤館長立会いのもと新床板設置

検品全数敷並べ表面・品質検査旧野間材捕捉材搬入状況

岩手日報（平成22年５月５日）より
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元朝稽古

北奥羽少年剣道大会　優勝 年末恒例のもちつき大会

県下年間優勝旗を囲んで

次
男
博
道

裕
明
長
男一徳

谷
藤
館
長

長
男
大
樹

三
男
敬
人
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